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新年のお慶びを申し上げます。この冬は、年の瀬からの寒波がそのまま年越しとなり、

ついには寒の入りとなってしまいました。厳しい寒さが続きますが、お元気にお過ごしで

しょうか。今年もよろしくお願いいたします。 
 

１．総会で活発な意見交換 

昨年１２月２０日（木）岐阜グランドホテルにて第１９回通常総会を開催しました。 
事業報告や決算報告の後、１５０万円余りの予算案と事業計画を承認いただきました。

意見交換では、昨年度のマスターコース事業について、財政面の課題があったことが報告

され、その対応が話し合われました。この課題は、総会での意見をもとに音楽部門の楽友

会に引き継がれ、幹事会で話し合いが進められています。 
 

◆ 今年の事業は、①～⑦のように計画しています。◆ 
 

① 新春大使館訪問（２月で調整中） 

新春のご挨拶のため、駐日ハンガリー大使館（東京三田）を訪問し、大使と懇談をしま

す。この時、１年の事業計画を説明し、ご協力をいただけるようお話をします。 

 

② 写真展 コーシャ・フェレンツの世界 多元時空 岐阜関展（１月２２日～２月３） 

※詳細は、２ページに紹介しています。 

 

③ 第１９回「ハンガリーの夕べ」（３月～４月で調整中） 

 １９回目となる「ハンガリーの夕べ」は、奥飛騨での開催を予定します。奥飛騨での

開催は、初めてのこととなります。今回も、大使と大使館の料理長をお招きしますが、

料理長が秋に着任した新しいシェフで、どんな料理が並ぶか楽しみです。 

 

④ 第１１回「ブダペスト春の祭典協賛 フレンドシップコンサート」（４月） 

岐阜からのリスト音楽院留学生を中心に、ハンガリーの音楽家が参加するコンサート

です。毎回レベルの高い演奏会となり、満員の観客で一杯となります。このコンサート

に併せて、秋に留学する音楽家を対象にした下見ツアーも開催します。 
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⑤ 「ぎふ・リスト音楽院マスターコース」（８月４日～１１日） 

全国的な音楽事業となったマスターコースは、音楽家の育成、愛好家の拡大、国際交

流を目的に始め、１９回目を迎えます。この夏も、マスターコース運営委員会の団体と

して継続と発展を図ります。 

 

⑥ 正眼寺山川老師のハンガリー訪問（９月８日～１１日） 

正眼寺の山川宗玄老師がスイス・チューリッヒ道場での指導後、ハンガリーに立ち寄ら

れることになりました。現地で、リスト音楽院など訪問されます。協会では、ハンガリー

国内における旅行計画を策定します。 
 

⑦ 東濃支部の活性化 

岐阜県ハンガリー友好協会には、飛騨支部と東濃支部の二つの支部があります。この内、

東濃支部について、今年度から組織を固め活動を活発化させることになりました。新しい

東濃支部に期待をしたいと思います。 
 

２．高山市のフォーラムで、カールマン・アンドレア書記官がデビュー  

昨年１２月１６日（日）高山市で「観

光と交流と地域振興」をテーマに国際

フォーラムが開催され、ハンガリー大

使館のカールマン・アンドレア書記官

がパネリストとして参加されました。

カールマン書記官は、一昨年の夏に猛

勉強をし、本国の外交官試験を受けて

合格し、その後、ハンガリー政府とセ

ルダヘイ大使の応援を受けて駐日ハン

ガリー大使館に赴任することができま

した。 
フォーラムには、高山市の國島市長を始め韓国観光公社の朴名古屋支社長、カールマン

書記官が参加され、高山市の魅力づくりや活性化について意見交換をされました。この中

で、ハンガリーの温泉療法が紹介され、奥飛騨温泉郷関係者の関心を集めていました。 
春には再びカールマン書記官を講師に迎え、温泉療法についての勉強会を開催すること

になりそうです。カールマン書記官は、高山市で外交官の役割を十分に果たしたようです。 
 

３．コーシャ・フェレンツ写真展 １月２２日から開催 

岐阜県とも親交のある、映画監督で元国会議員のコーシャ・フェレンツ氏が撮影した

写真展を、関市の中部学院大学関キャンパス・ピュアライブラリーで開催します。コー

シャ氏は、感性豊かな表現で、カンヌ映画祭で最優秀監督賞に輝いたことがあり、写真

撮影も自然の一瞬の表情を見事に描き出しています。多くの人の鑑賞を呼びかけます。 

同写真展としては最後の機会となりますので、ぜひご鑑賞ください。（チラシ同封） 

（高山市を視察するカールマン書記官） 


